
役
員
か
ら
ヒ
ト
コ
ト 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
減
災
ネ
ッ
ト
や
ま
な

し
は
、
創
設
の
平
成
二
十
一
年
度
か
ら
毎
年
、

「
広
報
」
を
出
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
に
「
役
員

か
ら
ヒ
ト
コ
ト
」
の
コ
ラ
ム
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、

肩
書
は
発
行
当
時
の
も
の
で
す
。 

  【
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
】 

 

◆
広
報
十
号
（
平
成
三
十
年
度
） 

地
域
に
密
着
し
た 

「
防
災
・
減
災
」
計
画
の
策
定
を 

福
祉
施
設
と
自
宅
で
の
被
災 

理
事 
吉
岡 

克
美 

 

◆
広
報
九
号
（
平
成
二
十
九
年
度
） 

福
祉
施
設
と
自
宅
で
の
被
災 

理
事 

武
井 

伸
江 

 

◆
広
報
八
号
（
平
成
二
十
八
年
度
） 

東
日
本
大
震
災
・
・
・ 

 
 

あ
れ
か
ら
も
う
す
ぐ
六
年
に 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

副
理
事
長 

千
野
良
子 

 
 ◆

広
報
七
号
（
平
成
二
十
七
年
度
） 

東
日
本
大
震
災
・
・
・ 

 
 

あ
れ
か
ら
も
う
、
四
年
が
経
過 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

理
事 

上
野
政
巳 

 

 

◆
広
報
六
号
（
平
成
二
十
六
年
度
） 

市
民
に
期
待
さ
れ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に 

理
事 

牛
丸 

修 

 

◆
広
報
五
号
（
平
成
二
十
五
年
度
） 

「
稲
村
の
火
」
と
「
釜
石
の
奇
跡
」
に
思
う 

理
事 

皆
川 

孝 

 

◆
広
報
四
号
（
平
成
二
十
四
年
度
） 

昔
は
あ
っ
た
減
災
力 理

事 

栗
林
政
樹 

◆
広
報
三
号
（
平
成
二
十
三
年
度
） 

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
に
思
う 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

理
事 

内
藤
久
夫 

 

◆
広
報
二
号
（
平
成
二
十
二
年
度
） 

子
ど
も
た
ち
の
減
災 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

理
事 

嶋
田 

均 

 

◆
創
刊
号
（
平
成
二
十
一
年
度
） 

も
う
一
つ
の
減
災 

 
 
 
 

 
 

 
 

副
理
事
長 

滝
田 

久 

                 

◆
広
報
十
号
（
平
成
三
十
年
度
） 

 

地
域
に
密
着
し
た 

「
防
災
・
減
災
計
画
」
の
策
定
を 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

理
事 

吉
岡
克
美 

 

平
成
三
十
年
九
月
三
十
日
の
台
風
二
十
四
号
で
、

私
の
住
む
地
域
に
「
避
難
勧
告
」
が
発
令
さ
れ
ま
し

た
。
初
め
て
の
こ
と
で
些
か
当
惑
し
ま
し
た
。「
避

難
準
備
情
報
」
も
な
く
夜
中
の
十
一
時
過
ぎ
、
風
雨

も
強
い
時
間
の
た
め
、
殆
ど
の
住
民
が
自
宅
の
安

全
な
場
所
で
の
待
機
の
形
を
と
っ
た
よ
う
で
す
。

幸
い
被
害
も
な
く
、
胸
を
な
で
お
ろ
し
ま
し
た
。 

現
在
「
減
災
ネ
ッ
ト
や
ま
な
し
」
の
役
員
と
、
地

区
の
自
主
防
災
会
の
役
員
も
務
め
て
い
る
関
係
上
、

地
域
住
民
の
防
災
減
災
に
つ
い
て
の
要
望
等
を
よ

く
耳
に
し
ま
す
。
想
定
外
の
災
害
の
発
生
が
予
想

さ
れ
る
時
、
過
去
に
例
を
見
な
い
豪
雨
や
強
風
や

大
型
台
風
等
の
接
近
時
に
「
ど
う
対
処
す
べ
き
か
、

ど
こ
に
避
難
す
べ
き
か
」
と
の
話
が
出
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
時
の
た
め
の
独
自
の
「
地
区
防
災
計
画
」
が

必
要
と
思
い
ま
す
が
、
残
念
な
が
ら
我
が
地
区
に

は
ま
だ
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
先
日
の
山
梨
日
日
新

聞
に
は
、
専
門
知
識
を
持
っ
た
指
導
者
不
足
の
た

め
「
つ
く
り
た
い
気
持
ち
は
あ
る
が
…
で
き
な
い
」

と
い
う
の
が
現
状
の
よ
う
で
す
。 

台
風
二
十
四
号
時
の
よ
う
な
警
報
が
出
さ
れ
た

時
、
地
区
住
民
の
速
や
か
な
避
難
行
動
を
促
す
「
地

区
防
災
計
画
」
を
早
期
に
策
定
し
て
お
く
必
要
を

痛
感
し
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
地
道
で
は
あ
り
ま

す
が
、
専
門
知
識
を
持
っ
た
人
材
の
確
保
と
、
地
域

内
に
指
導
者
的
立
場
を
担
え
る
「
減
災
リ
ー
ダ
ー
」

の
育
成
が
大
事
な
こ
と
と
思
い
ま
す
。
平
成
三
十

年
の
「
世
界
防
災
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
で
、
我
が
韮
崎

市
の
内
藤
久
夫
市
長
が
「
韮
崎
市
の
地
域
減
災
リ

ー
ダ
ー
育
成
の
方
針
と
成
果
に
つ
い
て
」
発
表
さ

れ
、
ま
た
、
九
月
に
「
減
災
ネ
ッ
ト
や
ま
な
し
」
が



地
域
減
災
リ
ー
ダ
ー
育
成
実
績
を
評
価
さ
れ
、
防

災
担
当
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。
韮
崎
市
は

確
実
に
、
一
歩
進
ん
だ
と
こ
ろ
を
走
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
今
後
も
行
政
と
地
域
が
一
致
協
力
し

て
、
地
域
環
境
に
密
着
し
た
実
践
的
な
「
地
区
防
災

計
画
」
を
策
定
で
き
る
よ
う
に
し
て
行
き
た
い
も

の
で
す
。 

  ◆
広
報
九
号
（
平
成
二
十
九
年
度
） 

福
祉
施
設
と
自
宅
で
の
被
災 

理
事 

武
井 

伸
江 

 

東
日
本
大
震
災
の
避
難
所
で
、
障
害
者
や
高
齢

者
な
ど
へ
の
支
援
が
課
題
と
し
て
あ
げ
ら
れ
た
こ

と
を
受
け
、
平
成
二
十
八
年
度
に
「
福
祉
施
設
の
減

災
及
び
災
害
対
策
の
研
究
」
を
減
災
ネ
ッ
ト
や
ま

な
し
が
韮
崎
市
に
提
案
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の

趣
旨
に
賛
同
で
き
る
韮
崎
市
内
お
よ
び
北
杜
市
内

の
福
祉
施
設
も
一
緒
に
一
年
間
を
通
し
て
検
討
し

よ
う
と
い
う
話
が
あ
り
、
標
準
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作

成
を
目
的
に
、
事
業
者
側
（
『
ら
っ
く
楽
』
代
表
）

の
立
場
で
参
加
し
ま
し
た
。 

マ
ニ
ュ
ア
ル
化
に
あ
た
り
、
想
定
さ
れ
る
事
態

を
イ
メ
ー
ジ
す
る
と
、
突
然
に
災
害
が
起
き
た
時

に
、
自
宅
に
い
る
時
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
い
る
時
、

車
で
移
動
中
、
な
ど
で
全
く
初
動
が
違
い
ま
す
。
ま

た
、
研
究
対
象
と
す
る
施
設
は
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な

ど
で
す
が
、
そ
れ
を
学
校
や
職
場
に
置
き
換
え
て
、

全
て
の
市
民
に
応
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
つ

ま
り
、
福
祉
施
設
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
は
、
結
果
を
各

家
庭
で
も
活
か
す
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ま
す
。 

ご
近
所
の
皆
さ
ん
と
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
、
ま

た
、
ご
家
庭
で
お
食
事
の
時
に
で
も
、
自
分
た
ち
に

で
き
る
「
減
災
」
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
取
り
組
ん

で
み
ま
せ
ん
か
？ 

 
 

◆
広
報
八
号
（
平
成
二
十
八
年
度
） 

東
日
本
大
震
災
・
・
・ 

あ
れ
か
ら
も
う
す
ぐ
六
年
に 

副
理
事
長 

千
野
良
子 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
減
災
ネ
ッ
ト
や
ま
な
し
法
人
に
参
画

し
た
平
成
二
十
一
年
度
、「
地
域
に
愛
さ
れ
信
頼

さ
れ
る
病
院
」
を
理
念
と
す
る
韮
崎
市
立
病
院

の
副
院
長
に
就
任
し
ま
し
た
。
当
該
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活

動
を
通
し
て
災
害
対
策
の
知
識
は
多
少
あ
り
ま

し
た
の
で
、
そ
の
視
点
で
市
立
病
院
を
捉
え
て

み
る
と
、
通
常
の
診
療
は
あ
る
程
度
つ
つ
が
な

く
行
わ
れ
て
い
る
も
の
の
、
「
災
害
時
に
、
地
域

に
信
頼
さ
れ
る
病
院
か
ど
う
か
？
」
を
考
え
る

と
、
首
を
傾
け
る
状
況
で
し
た
。
災
害
が
起
き
る

と
、
入
院
患
者
に
加
え
、
次
々
と
救
急
で
運
ば
れ

て
く
る
負
傷
者
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

そ
の
対
応
を
誰
が
ど
こ
で
す
る
の
か
？ 

緊
急

用
の
ベ
ッ
ド
は
ど
う
す
る
の
か
？ 

ま
た
、
入

院
患
者
の
薬
剤
や
食
料
の
備
蓄
、
医
師
や
看
護

師
が
昼
夜
働
く
た
め
の
設
備
等
々
、
課
題
が
山

積
で
し
た
。
し
か
し
、
幸
い
に
も
韮
崎
市
が
「
減

災
力
の
強
い
ま
ち
づ
く
り
」
を
宣
言
し
た
こ
と

か
ら
、
緊
急
ベ
ッ
ド
や
救
急
患
者
診
察
用
テ
ン

ト
等
の
整
備
が
す
す
み
、
定
期
的
に
そ
の
訓
練

が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。 

今
年
も
、
日
本
各
地
で
自
然
災
害
が
発
生
し

ま
し
た
。
い
ざ
と
い
う
時
に
、
韮
崎
市
立
病
院
が

拠
点
病
院
と
し
て
機
能
す
る
よ
う
、
更
な
る
災

害
対
策
へ
の
整
備
と
訓
練
に
取
り
組
む
必
要
が

あ
り
ま
す
。 

    

◆
広
報
七
号
（
平
成
二
十
七
年
度
） 

東
日
本
大
震
災
・
・
・ 

あ
れ
か
ら
も
う
、
四
年
半
が
経
過 

理
事 

上
野
政
巳 

平
成
二
十
七
年
九
月
十
一
日
か
ら
二
泊
三
日

で
、
四
年
半
前
の
三
月
十
一
日
に
、
三
陸
沖
を

震
源
と
し
た
Ｍ
９
の
巨
大
地
震
で
大
津
波
の
被

害
を
受
け
た
宮
城
県
女
川
町
、
石
巻
市
を
訪
問

し
て
来
ま
し
た
。
そ
の
年
私
は
、
五
月
は
三
日

間
、
七
月
に
二
日
間
、
九
月
に
は
二
日
間
の
ボ

ラ
ン
テ
ア
に
参
加
し
ま
し
た
。
津
波
の
被
害
の

石
巻
市
街
地
の
瓦
礫
の
片
付
け
、
排
水
溝
の

砂
、
泥
上
げ
作
業
が
主
で
し
た
が
、
側
溝
に
は

泥
に
飼
料
や
汚
物
が
混
ざ
り
悪
臭
と
ハ
エ
等
で

文
章
に
は
書
き
表
現
が
出
来
な
い
状
況
で
し

た
。
ま
る
で
戦
争
の
跡
の
様
な
惨
状
と
な
っ
た

市
内
全
域
で
し
た
が
、
全
国
各
地
か
ら
企
業
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
団
体
、
個
人
が
集
ま
り
、
現

地
の
行
政
の
方
々
の
指
導
下
で
黙
々
と
作
業
を

行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
は
、
毎
年
一
～
二
回
は

女
川
町
、
石
巻
市
、
南
三
陸
町
、
気
仙
沼
市
、

釜
石
市
、
大
船
渡
市
等
々
の
被
害
状
況
や
復
興

状
況
を
見
て
廻
り
ま
し
た
。 

今
回
は
山
梨
か
ら
四
名
参
加
し
、
女
川
町
の

復
興
後
を
視
察
し
ま
し
た
。
商
工
会
の
職
員
の

青
山
指
導
員
の
大
津
波
の
危
機
一
髪
の
体
験
や
、

須
田 

町
長
さ
ん
の
復
興
に
懸
け
る
女
川
町
の

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
ま
た
、
す
っ
か
り
変
わ

っ
た
新
し
い
女
川
町
全
域
や
駅
前
施
設
の
青
写

真
を
拝
見
し
て
、
こ
れ
か
ら
新
し
く
変
貌
す
る

女
川
町
に
大
き
な
期
待
を
持
ち
た
い
と
思
い
ま

す
。
地
域
の
方
々
も
元
気
が
出
て
い
ま
し
た
。 

 

山
梨
県
内
の
皆
様
と
女
川
町
、
石
巻
市
の
復

興
状
況
の
視
察
に
行
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。 



◆
広
報
六
号
（
平
成
二
十
六
年
度
） 

市
民
に
期
待
さ
れ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に 

理
事 

牛
丸 

修 

私
は
、
平
成
二
十
二
年
暮
れ
に
「
減
災
ネ
ッ
ト

や
ま
な
し
」
と
出
会
い
ま
し
た
。
翌
年
、
韮
崎
市

は
東
日
本
大
震
災
の
教
訓
か
ら
防
災
計
画
を
見

直
し
、
防
災
・
減
災
へ
の
三
カ
年
計
画
を
立
て
ま

し
た
。
そ
の
一
環
の
「
地
域
減
災
リ
ー
ダ
ー
育
成
」

に
指
導
者
と
し
て
関
わ
り
、
こ
れ
ま
で
二
百
余

名
の
市
民
に
災
害
時
の
自
助
・
共
助
の
重
要
性

と
、
地
域
の
実
情
に
合
っ
た
平
時
の
整
備
と
訓

練
の
実
施
・
検
証
に
つ
い
て
教
え
て
き
ま
し
た
。

非
常
時
に
機
能
す
る
自
主
防
災
組
織
の
中
核
を

担
う
人
材
の
育
成
こ
そ
、
地
域
お
よ
び
家
族
の

生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
の
、
最
大
の
テ
ー
マ

で
す
。
韮
崎
市
か
ら
認
定
を
受
け
た
リ
ー
ダ
ー

の
方
は
、
い
つ
襲
っ
て
来
る
か
わ
か
ら
な
い
自

然
の
脅
威
に
、
被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
、
地
域

の
減
災
力
を
高
め
る
担
い
手
と
し
て
活
躍
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で

の
当
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
活
動
が
評
価
さ
れ
、
平
成

二
十
六
年
度
は
個
人
会
員
が
七
十
九
名
に
達
し
、

中
で
も
韮
崎
市
議
会
議
員
の
皆
様
の
賛
同
を
得

た
こ
と
も
、
今
後
の
活
動
へ
の
大
き
な
力
と
な

り
ま
し
た
。 

こ
れ
か
ら
も
市
民
に
期
待
さ
れ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
あ

り
、
そ
の
理
事
と
し
て
精
進
を
重
ね
た
い
と
思

い
ま
す
。 

      

◆
広
報
五
号
（
平
成
二
十
五
年
度
） 

「
稲
村
の
火
」
と
「
釜
石
の
奇
跡
」
に
思
う 

理
事 

皆
川 

孝 

東
日
本
大
震
災
後
、
和
歌
山
県
の
小
学
校
で
、

六
十
四
年
ぶ
り
に
教
科
書
に
「
稲
村
の
火
」
（
一

八
四
五
年
の
安
政
南
海
地
震
津
波
を
元
に
、
地

震
後
の
津
波
へ
の
警
戒
と
早
期
避
難
の
重
要
性

と
説
く
）
が
復
活
し
た
と
い
う
報
道
を
目
に
し

ま
し
た
。 

こ
の
故
事
が
教
科
書
に
用
い
ら
れ
た
の
は
、

昭
和
十
二
年
か
ら
十
年
間
だ
そ
う
で
、
私
が
小

学
生
だ
っ
た
昭
和
三
十
五
年
、
当
時
の
社
会
科

の
授
業
で
学
ん
だ
記
憶
が
明
確
に
残
っ
て
い
ま

す
。
海
な
し
に
山
梨
県
で
も
、
「
災
害
は
忘
れ
た

こ
ろ
に
や
っ
て
く
る
」
と
の
教
訓
を
伝
え
よ
う

と
し
た
Ｙ
先
生
の
熱
意
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
と

思
わ
れ
ま
す
。 

昨
年
、
先
の
大
地
震
の
津
波
に
お
い
て
、
小
中

学
生
の
生
存
率
九
十
九
％
と
い
う
「
釜
石
の
奇

跡
」
を
生
ん
だ
群
馬
大
学
大
学
院
片
田
教
授
と

釜
石
市
両
石
町
内
会
長
で
、「
津
波
防
災
を
語
る

会
」
主
宰
の
瀬
戸
元
氏
の
講
演
を
聞
く
機
会
に

恵
ま
れ
ま
し
た
。 

瀬
戸
氏
は
震
災
前
か
ら
、
津
波
記
念
碑
の
「
語

り
部
」
と
し
て
活
動
さ
れ
、
教
育
委
員
会
に
働
き

か
け
、
片
田
教
授
の
説
く
学
校
で
の
津
波
防
災

教
育
を
実
現
さ
せ
た
そ
う
で
す
。
多
く
の
人
が

目
を
背
け
が
ち
な
津
波
の
真
の
危
険
性
を
認
識

し
、
強
い
信
念
に
裏
打
ち
さ
れ
た
行
動
力
が
あ

っ
た
か
ら
こ
そ
、
「
釜
石
の
奇
跡
」
が
生
ま
れ
た

と
感
じ
ま
し
た
。 

   

◆
広
報
四
号
（
平
成
二
十
四
年
度
） 

昔
は
あ
っ
た
減
災
力 

理
事 

栗
林
政
樹 

戦
後
か
ら
昭
和
五
十
年
代
ま
で
の
復
興
過
程

で
は
、
地
域
や
社
会
が
目
覚
し
く
変
化
し
て
い

く
中
で
、
皆
が
互
い
に
助
け
合
い
、
協
力
し
合
い
、

人
々
の
結
び
つ
き
が
活
き
活
き
と
輝
い
て
い
た

よ
う
に
感
じ
ま
す
。
か
つ
て
地
域
に
は
消
防
団

の
ほ
か
、
婦
人
消
防
隊
が
あ
り
、
留
守
が
ち
な
男

手
を
補
う
た
め
地
域
を
女
性
が
守
っ
て
い
ま
し

た
。
今
、
近
代
化
し
た
消
防
の
車
庫
に
は
高
性
能

な
車
載
型
消
防
ポ
ン
プ
は
あ
り
ま
す
が
、
緊
急

時
に
そ
れ
を
操
作
で
き
る
団
員
は
地
域
外
へ
働

き
に
出
て
い
ま
す
。 

少
子
高
齢
化
の
進
展
と
社
会
構
造
の
変
化
で
、

今
で
は
そ
の
婦
人
消
防
隊
も
存
続
し
て
い
ま
せ

ん
。
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
活
力
を
失
い
、
地

域
の
結
び
つ
き
が
弱
ま
っ
て
き
つ
つ
あ
り
ま
す
。

地
域
の
安
心
、
安
全
が
守
れ
な
く
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。
東
日
本
大
震
災
を
教
訓
に
、
も
う
一
度

原
点
に
立
ち
戻
り
、
自
分
た
ち
の
生
活
空
間
を
、

安
静
が
保
て
る
地
域
に
し
た
い
、
そ
れ
を
次
の

時
代
に
引
き
継
い
で
い
け
る
よ
う
な
「
ソ
フ
ト
」

面
で
の
改
革
が
で
き
て
い
っ
た
ら
、
い
い
な
と

願
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

         



◆
広
報
三
号
（
平
成
二
十
三
年
度
） 

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
に
思
う 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 

理
事 

内
藤
久
夫 

韮
崎
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ニ
コ
リ
」
が
オ
ー

プ
ン
し
て
早
く
も
一
ヶ
月
半
が
過
ぎ
ま
し
た
。

そ
の
運
営
を
担
い
、
期
待
と
不
安
が
入
り
混
じ

っ
た
ス
タ
ー
ト
で
し
た
が
、
予
想
を
大
き
く
上

回
る
利
用
者
数
で
、
初
日
は
悪
天
候
に
も
か
か

わ
ら
ず
半
日
で
三
千
人
を
超
え
、
そ
の
後
も
安

定
し
て
ご
利
用
い
た
だ
き
、
安
心
し
て
お
り
ま

す
。 

 

そ
の
理
由
と
し
て
は
、
中
心
に
な
っ
て
い
る

図
書
館
や
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
役
割
が
非

常
に
大
き
い
こ
と
、
ア
ク
セ
ス
が
よ
い
こ
と
、
ハ

ー
ド
と
し
て
の
機
能
が
高
く
利
用
料
が
安
い
こ

と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
市
民
が
待
ち

望
ん
で
い
た
さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ー
ズ
を
、
上
手
に

取
り
入
れ
た
設
計
で
あ
っ
た
こ
と
、
各
施
設
の

皆
さ
ま
が
、
き
め
細
や
か
で
丁
寧
な
対
応
を
さ

れ
て
い
る
こ
と
な
ど
も
あ
げ
ら
れ
ま
す
。 

本
施
設
は
、
災
害
対
策
に
も
大
き
な
力
を
発

揮
す
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
も
備
え
て
い
ま
す
の
で
、

今
後
も
、
よ
り
利
用
者
の
皆
様
の
目
線
に
立
っ

て
将
来
の
方
向
性
を
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
考

え
、
多
く
の
人
に
愛
さ
れ
る
施
設
を
目
指
し
ま

す
。 皆

様
方
の
ご
意
見
や
ご
希
望
も
お
聞
か
せ
願

え
た
ら
幸
い
で
す
。 

 

       

◆
広
報
二
号
（
平
成
二
十
二
年
度
） 

子
ど
も
た
ち
の
減
災 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 

理
事 

嶋
田 

均 

阪
神
淡
路
大
震
災
な
ど
か
ら
、
自
助
・
共
助
・

公
助
〜
の
教
訓
（
地
域
力
）
を
得
ま
し
た
。 

減
災
は
大
人
の
領
域
と
考
え
て
し
ま
う
と
こ

ろ
が
あ
り
ま
す
が
、「
避
難
所
運
営
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
」
を
実
施
し
て
来
た
中
で
は
、
子
ど
も
た
ち

を
対
象
と
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
減
災
意
識

を
高
め
る
こ
と
も
大
切
だ
と
感
じ
ま
し
た
。 

子
ど
も
た
ち
が
自
分
の
地
域
を
眺
め
、
探
検

す
る
こ
と
で
、
地
域
の
危
険
を
発
見
し
、
地
区
の

安
全
・
安
心
が
ど
の
よ
う
に
確
保
さ
れ
て
い
る

の
か
関
心
を
も
っ
て
も
ら
え
ま
す
。
ま
た
、
地
域

を
み
ん
な
で
歩
く
と
、
人
々
と
顔
見
知
り
が
築

け
、
地
域
の
つ
な
が
り
も
出
来
ま
す
。
そ
う
す
る

こ
と
で
、
地
域
に
愛
着
を
感
じ
ま
す
。
将
来
地
域

で
活
躍
す
る
子
ど
も
た
ち
と
、
安
全
を
共
有
し

て
い
く
こ
と
が
減
災
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。 

 

減
災
を
堅
苦
し
く
捉
え
ず
、
減
災
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の

柔
軟
な
活
動
を
活
か
し
、
楽
し
み
な
が
ら
減
災

力
を
高
め
て
行
き
ま
し
ょ
う
。 

            

◆
創
刊
号
（
平
成
二
十
一
年
度
） 

も
う
一
つ
の
減
災 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

副
理
事
長 

滝
田 

久 

地
震
・
台
風
・
竜
巻
等
ば
か
り
が
、
災
害
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
最
近
の
経
済
事
情
を
み
る
と
、
百

年
に
一
度
と
呼
ば
れ
る
大
不
況
で
、
平
成
二
十

年
の
末
か
ら
翌
年
初
に
か
け
て
「
派
遣
村
」
が
多

く
の
人
の
注
目
を
集
め
ま
し
た
。
平
成
二
十
一

年
度
の
税
収
は
四
十
兆
円
を
切
る
よ
う
で
す
。

そ
し
て
国
債
の
発
行
額
は
、
五
十
兆
円
規
模
に

達
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
国
の
借
金
は
千

二
百
十
兆
円
位
に
膨
ら
み
、
こ
れ
で
は
長
期
金

利
が
上
が
り
始
め
る
の
も
無
理
が
あ
り
ま
せ
ん
。

昭
和
二
十
一
年
二
月
十
七
日(

戦
争
で
負
け
た

翌
年)

に
預
金
封
鎖
を
断
行
し
た
と
書
物
で
読

ん
だ
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
当
時
の
借
金
は
Ｇ
Ｄ

Ｐ
の
三
倍
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
毎
年
五
十
兆
円

ず
つ
借
金
す
れ
ば
、
こ
の
国
は
あ
と
四
年
ち
ょ

っ
と
し
か
持
た
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
私
た

ち
は
、
こ
の
こ
と
に
も
関
心
を
寄
せ
、
備
え
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

              


